
気
兼
ね
な
く
モ
ノ
が
言
え
ま
す
か

現
場
を
何
と
か
す
る
の
が
旅
館
の
支
配
人

――



広域的な火葬体制構築を

年の
景気見通し「
踊
り
場
」が
４
割
超

帝
国
デ
ー
タ

企
業
調
査

懸
念
は「
人
手
不
足
」

高
級
ホ
テ
ル
事
業
会
社
へ
出
資

四
国
の

４
地
銀

魅
力
的
な
周
遊
観
光
促
す

旅
館
、ホ
テ
ル
と
も
低
下


月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

ネ
ッ
ト
で
の
支
出

旅
行
で

％
増
加

総
務
省
調
査
、
月

「
一
部
に
足
踏
み
も

緩
や
か
に
回
復
」


月
の
月
例
経
済
報
告

帝国データ
企 業 調 査 年度も増へ

月平均１万円
年度、社員の交際費

　
現
場
で
働
く
従
業
員
が
日

々
の
業
務
の
中
か
ら
改
善
す

べ
き
課
題
を
発
見
し
、
自
ら

進
ん
で
解
決
策
を
考
え
、
実

行
す
る
。こ
れ
を「
現
場
力
」

と
呼
ぶ
。
こ
の
現
場
力
の
強

さ
が
、
組
織
の
ケ
イ
パ
ビ
リ

テ
ィ
（
企
業
競
争
力
を
高
め

る
組
織
的
能
力
）
を
高
め
て

い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
顧
客
と
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
の
接
点
で
あ
る

サ
ー
ビ
ス
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ

ー
が
、
機
械
化
さ
れ
て
い
た

り
、
職
場
へ
の
愛
着
心
が
希

薄
な
非
正
規
労
働
者
だ
っ
た

り
す
る
と
、
十
分
な
現
場
力

は
期
待
で
き
な
い
。
フ
ロ
ン

ト
カ
ウ
ン
タ
ー
で
３
Ｄ
画
像

の
恐
竜
や
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
が
懇
切
丁
寧
に
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
の
手
順
を
説
明
し
た
と

し
て
も
、
そ
れ
ら
が
眼
前
に

い
る
顧
客
の
心
情
を
読
み
取

り
課
題
や
改
善
策
を
提
示
す

る
こ
と
は
な
い
。

　
ま
た
、
短
期
契
約
の
派
遣

社
員
や
時
間
給
で
働
く
パ
ー

ト
従
業
員
に
し
て
も
、
業
務

上
の
問
題
点
は
指
摘
す
る
も

の
の
改
善
策
を
提
案
し
て
く

る
従
業
員
は
ま
れ
だ
。
そ
れ

で
も
、
派
遣
の
プ
ロ
の
よ
う

な
ベ
テ
ラ
ン
接
客
係
は
「
前

の
職
場
で
は
こ
う
し
て
い

た
」
「
こ
の
や
り
方
の
方
が

効
率
的
」
と
い
っ
た
提
案
は

す
る
も
の
の
、
受
け
入
れ
側

は
、
「
う
ち
の
や
り
方
は
こ

う
だ
か
ら
」と
に
べ
も
な
い
。

　
さ
ら
に
、
最
近
で
は
ベ
ト

ナ
ム
や
ネ
パ
ー
ル
、
中
国
と

い
っ
た
外
国
籍
の
労
働
者
が

急
増
し
、
バ
イ
キ
ン
グ
会
場

を
回
し
て
い
る
の
は
、
ほ
と

ん
ど
が
外
国
人
労
働
者
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

現
場
力
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。
従
業

員
一
人
一
人
が
「
目
の
前
の

お
客
さ
ま
を
喜
ば
せ
る
こ

と
」
を
ジ
ブ
ン
ご
と
と
し
て

捉
え
、
顧
客
の
顕
在
あ
る
い

は
潜
在
的
欲
求
に
、
主
体
的

か
つ
自
発
的
に
行
動
す
る
よ

う
な
現
場
を
い
か
に
作
り
上

げ
て
い
く
か
。

　
こ
の
任
を
担
う
の
が
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
論
の
教
科
書
で
は
、
大

概
リ
ー
ダ
ー
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
は
違
う
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
が
、
旅
館
の
よ
う
な
小
さ

な
組
織
で
は
、
プ
レ
イ
ン
グ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
現
場

に
精
通
し
た
支
配
人
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い

く
ほ
う
が
う
ま
く
い
く
。
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
（
ｍ
ａ
ｎ
ａ
ｇ

ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）
の
動
詞
（
ｍ

ａ
ｎ
ａ
ｇ
ｅ
）
に
は
、
「
管

理
す
る
」
「
経
営
す
る
」
と

い
っ
た
意
味
の
ほ
か
、
「
何

と
か
成
し
遂
げ
る
、
何
と
か

や
っ
て
い
く
」
と
い
う
意
味

も
あ
る
。
つ
ま
り
、
旅
館
の

支
配
人
と
は
「
現
場
を
何
と

か
す
る
人
」
な
の
で
あ
る
。

　
「
支
配
人
は
現
場
に
入
る

な
。
も
っ
と
や
る
べ
き
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
」
と
言
い
放

つ
旅
館
経
営
者
も
い
る
が
、

現
場
の
支
配
人
は
ス
タ
ッ
フ

と
同
じ
動
き
、
働
き
方
を
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
従

業
員
一
人
一
人
の
個
性
を
見

極
め
、
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着

く
た
め
の
「
フ
ラ
ッ
ト
な
チ

ー
ム
」
作
り
に
奮
闘
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
以
前
の
よ
う

な
頂
点
に
支
配
人
を
据
え
た

上
位
下
達
、
上
司
の
言
う
こ

と
を
聞
く
だ
け
の
ヒ
エ
ラ
ル

キ
ー
組
織
で
は
、
現
場
の
課

題
や
改
善
策
は
あ
が
っ
て
こ

な
い
。

　
外
国
人
労
働
者
も
含
め
全

員
が
主
体
的
に
考
え
、
自
由

に
意
見
を
言
え
る
フ
ラ
ッ
ト

な
場
を
整
え
る
こ
と
で
「
心

理
的
安
全
性
」
を
備
え
た
チ

ー
ム
、
組
織
を
編
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
組
織
学
習
の
研
究
者
で
あ

る
エ
イ
ミ
ー
・
Ｃ
・
エ
ド
モ

ン
ド
ソ
ン
博
士
は
、
「
誰
も

が
気
兼
ね
な
く
意
見
を
述
べ

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
ら
し

く
い
ら
れ
る
文
化
」
を
心
理

的
安
全
性
と
呼
び
、
従
業
員

が
不
安
を
覚
え
る
こ
と
な
く

ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
情
報

を
共
有
し
、
ミ
ス
を
報
告
す

る
風
土
を
作
る
こ
と
で
個
人

お
よ
び
集
団
の
能
力
を
引
き

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。

　
現
場
力
を
支
え
る
組
織
風

土
の
醸
成
。
支
配
人
の
仕
事

は
現
場
に
あ
る
。

　
福
島
　
規
子
（
ふ
く
し
ま

・
の
り
こ
）
九
州
国
際
大
学

教
授
・
博
士
（
観
光
学
）
、

オ
フ
ィ
ス
ヴ
ァ
ル
ト
・
サ
ー

ビ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。

　
　
　
　
　
＝
月
１
回
掲
載

　
接
客
サ
ー
ビ
ス
の
現
場
で
起
こ
る
事
象
を
サ
ー
ビ
ス
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
立
場
と
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
究
の
専
門

家
の
知
見
か
ら
ひ
も
解
い
て
い
き
ま
す
。

　
火
、
水
、
土
、
風
、
鳥
、

と
言
わ
れ
て
も
、
何
の
こ
と

や
ら
想
像
が
つ
か
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
死
者
を
葬
る
方

法
で
あ
る
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ

人
類
学
と
い
う
学
問
分
野
を

専
ら
と
し
て
き
た
が
、
古
代

エ
ジ
プ
ト
や
古
代
中
国
の
ミ

イ
ラ
と
接
し
て
、
人
間
の
尊

厳
さ
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
わ
が
国
の

葬
儀
の
あ
り
方
ま
で
も
変

え
、
圧
倒
的
に
「
家
族
葬
」

が
増
え
、
一
般
的
に
な
り
つ

つ
あ
る
。わ
が
国
の
法
律
は
、

火
葬
と
土
葬
を
認
め
て
い
る

が
、
水
葬
、
風
葬
、
鳥
葬
は

想
定
し
て
い
な
い
。
遺
体
の

扱
い
方
は
、
宗
教
と
風
土
に

支
配
さ
れ
て
い
て
、
な
ぜ
か

興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ

た
。
紀
元
前
６
世
紀
の
ペ
ル

シ
ャ
（
現
在
の
イ
ラ
ン
）
で

始
ま
っ
た
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教

（
拝
火
教
）
は
、
鳥
葬
で
あ

る
。
タ
カ
が
数
羽
で
骨
と
髪

の
毛
だ
け
を
残
し
て
食
べ
去

る
。
鳥
の
力
を
借
り
て
霊
魂

が
天
空
を
回
っ
て
帰
っ
て
く

る
不
滅
説
、
チ
ベ
ッ
ト
の
密

教
も
鳥
葬
を
行
う
。
詳
細
に

紙
幅
が
な
い
の
で
記
述
で
き

な
い
が
、
大
き
な
鳥
が
い
る

か
ら
こ
そ
で
き
る
鳥
葬
だ
。

　
風
葬
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
ヌ
ー
リ
ス
タ
ン
地
方
、

パ
キ
ス
タ
ン
の
チ
ト
ラ
ル
地

方
の
カ
フ
リ
ス
タ
ン
で
古
く

か
ら
の
特
殊
な
民
族
宗
教
の

も
と
で
行
わ
れ
て
い
た
。
文

化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
洋
画

家
で
あ
ら
れ
る
絹
谷
幸
二
画

伯
の
お
宅
を
訪
問
し
た
折
、

応
接
間
の
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
が

風
葬
の
ひ
つ
ぎ
だ
と
す
ぐ
に

分
か
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
の
物

ら
し
い
が
、
ど
こ
の
国
の
も

の
か
は
知
ら
な
い
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
芸
術

的
な
幾
何
学
模
様
の
彫
刻
に

う
っ
と
り
と
さ
せ
ら
れ
た
。

だ
い
た
い
ヒ
イ
ラ
ギ
科
の
硬

い
木
で
ひ
つ
ぎ
を
作
り
、
そ

の
中
に
遺
体
を
入
れ
る
。
遺

体
は
腐
っ
て
、
そ
の
汁
が
ひ

つ
ぎ
の
４
本
足
を
伝
わ
っ
て

大
地
に
戻
る
。
や
は
り
骨
と

髪
の
毛
だ
け
が
残
る
。
私
は

ア
フ
ガ
ン
の
骨
董

こ
っ
と
う

屋
で
二
つ

の
ひ
つ
ぎ
を
魅
力
的
な
の
で

購
入
し
て
持
ち
帰
っ
た
。

　
水
葬
は
イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ズ

ー
教
、
半
焼
き
の
遺
体
が
ガ

ン
ジ
ス
河
を
流
れ
る
よ
う
に

消
え
る
。
カ
ー
ス
ト
に
よ
っ

て
異
な
る
に
つ
け
、
無
常
な

人
生
の
有
為
転
変
か
ら
の
解

放
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
の
昔
、
日
本
人
も
航

海
中
に
死
去
し
た
人
の
遺
体

を
麻
や
木
綿
の
厚
地
の
布
に

包
み
、
重
り
を
つ
け
て
水
底

に
沈
め
て
葬
っ
た
。
こ
れ
も

水
葬
で
あ
る
。
マ
ル
セ
イ
ユ

（
フ
ラ
ン
ス
）に
行
っ
た
折
、

日
本
人
の
古
い
墓
地
に
参
っ

た
。
水
葬
さ
れ
た
人
た
ち
の

死
ん
だ
証
と
し
て
の
墓
地
だ

が
、花
が
供
え
ら
れ
て
い
た
。

　
さ
て
、
遺
体
の
扱
い
方
を

長
々
と
記
述
し
て
き
た
理
由

は
、
今
夏
の
異
常
な
気
候
で

死
去
さ
れ
た
人
た
ち
の
遺
体

を
、
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
て

火
葬
に
日
数
が
か
か
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
コ
ロ
ナ

禍
の
際
も
、
な
か
な
か
火
葬

で
き
ず
、
社
会
問
題
と
な
っ

た
。
あ
の
東
日
本
大
震
災
の

時
も
、
遺
体
が
多
く
て
仮
の

埋
葬
を
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
各
地
の
火
葬
場
は
、
災

害
を
予
想
し
て
大
き
な
施
設

と
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
大

災
害
が
起
こ
る
と
パ
ン
ク
す

る
。
そ
の
例
は
淡
路
・
阪
神

大
震
災
の
時
も
、
近
辺
の
火

葬
場
は
パ
ン
ク
し
た
。
火
葬

場
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ひ
つ

ぎ
を
見
て
、
人
間
の
命
の
は

か
な
さ
を
感
じ
る
し
か
な
か

っ
た
。

　
大
規
模
災
害
時
に
、
被
災

自
治
体
が
犠
牲
者
を
火
葬
す

る
能
力
が
限
界
を
超
え
る
こ

と
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、

周
辺
自
治
体
の
火
葬
場
を
利

用
す
る
こ
と
を
考
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
厚

生
労
働
省
は
、
「
広
域
火
葬

計
画
」
を

都
道
府
県
全
て

で
策
定
し
た
。
１
０
０
年
前

の
関
東
大
震
災
で
も
多
く
の

遺
体
の
処
理
に
困
っ
た
の
で

あ
る
。
広
域
的
な
火
葬
体
制

の
構
築
が
焦
眉
の
急
で
も
あ

っ
た
。
で
な
け
れ
ば
、
東
日

本
大
震
災
の
ご
と
く
火
葬
が

追
い
つ
か
ず
、困
り
果
て
た
。

県
外
で
の
火
葬
、
仮
埋
葬
、

ま
た
は
土
葬
し
た
り
し
て
遺

体
を
扱
う
し
か
な
か
っ
た
。

　
自
治
体
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
基
礎
が
で
き
た
と
は

い
え
、
火
葬
場
の
整
備
や
遺

体
搬
送
車
の
体
制
づ
く
り
も

重
要
で
あ
る
。
各
自
治
体
は

連
絡
調
整
を
行
い
、
突
発
的

な
災
害
を
想
定
し
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
厚
生
労
働
省

も
「
広
域
火
葬
計
画
」
の
策

定
だ
け
で
は
な
く
、
当
然
な

が
ら
予
算
的
措
置
を
講
じ
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。
災
害
が

起
こ
れ
ば
、
犠
牲
者
が
出
る

と
決
め
つ
け
て
お
き
、
死
者

の
尊
厳
を
守
り
通
す
覚
悟
が

政
府
と
自
治
体
に
求
め
ら
れ

る
。
私
は
ス
ポ
ー
ツ
人
類
学

者
と
し
て
、
世
界
各
地
の
死

後
の
扱
わ
れ
方
を
学
ん
で
き

た
。
ど
ん
な
方
法
で
見
送
ろ

う
と
も
、
人
々
は
丁
重
に
遺

体
を
扱
い
哀
悼
の
誠
を
捧
げ

て
い
た
。
こ
れ
だ
け
は
共
通

で
、
人
間
の
死
を
尊
崇
の
念

で
悲
し
ん
で
い
た
。
遺
体
を

物
と
し
て
粗
末
に
扱
っ
て
は

な
ら
ぬ
。

（５） 第３２０４号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月５日（金曜日）

　
四
国
地
区
の
地
方
銀
行
４

行（
阿
波
、百
十
四
、伊
予
、

四
国
）
は

月

日
、
四
国

電
力
を
中
心
に
事
業
会
社
と

共
同
で
設
立
す
る
「
合
同
会

社
四
国
ま
ち
づ
く
り
＆
お
も

て
な
し
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
に

出
資
し
た
と
発
表
し
た
。
同

社
は
香
川
県
へ
の
高
級
ホ
テ

ル
誘
致
を
進
め
て
お
り
、
４

行
が
出
資
を
通
じ
て
地
域
の

魅
力
向
上
を
支
え
る
。

　
同
社
は
、
Ｊ
Ｒ
高
松
駅
や

高
松
港
に
近
接
す
る
サ
ン
ポ

ー
ト
地
区
で
ホ
テ
ル
施
設
の

整
備
・
所
有
を
計
画
。
香
港

を
拠
点
に
世
界

カ
国
・
地

域
で
展
開
す
る
高
級
ホ
テ
ル

運
営
会
社
「
マ
ン
ダ
リ
ン
オ

リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
グ
ル
ー

プ
」
と
協
業
し
、
国
内
で
東

京
・
日
本
橋
に
次
ぐ
同
ブ
ラ

ン
ド
２
カ
所
目
と
し
て
２
０

２
７
年
夏
の
開
業
を
目
指

す
。

　
４
行
の
ほ
か
は
、
サ
ン
ケ

イ
ビ
ル
、
四
国
電
力
、
四
国

旅
客
鉄
道
、
竹
中
工
務
店
、

日
本
政
策
投
資
銀
行
が
出

資
。
出
資
額
は
非
公
表
。
百

十
四
銀
は
、
出
資
だ
け
で
な

く
「
ホ
テ
ル
の
内
装
や
調
度

品
、
使
用
食
材
、
宿
泊
客
向

け
の
観
光
や
体
験
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
地
元
事
業
者

と
連
携
す
る
」
（
地
域
創
生

部
）
考
え
だ
。

　
ホ
テ
ル
の
名
称
は
「
マ
ン

ダ
リ
ン
オ
リ
エ
ン
タ
ル
瀬
戸

内
」
。
地
上

階
建
て
で
、

客
室
数
は

室
を
見
込
む
。

ま
た
、
ア
ー
ト
の
島
と
し
て

観
光
客
か
ら
人
気
が
高
い
直

島
に
古
民
家
風
ホ
テ
ル
（


室
）
も
整
備
す
る
計
画
。
高

松
市
と
直
島
の
ホ
テ
ル
を
拠

点
に
、
四
国
や
瀬
戸
内
の
魅

力
を
感
じ
る
周
遊
型
観
光
を

促
す
。

　
香
川
県
の
池
田
豊
人
知
事

は
、
「
交
流
人
口
の
拡
大
や

四
国
に
お
け
る
中
枢
拠
点
機

能
の
強
化
が
図
ら
れ
、
県
全

体
の
経
済
活
性
化
に
つ
な
が

る
」と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
た
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
〈
ニ
ッ
キ
ン
〉
）

　
総
務
省
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
家
計
消
費
状
況
調
査
の

２
０
２
３
年

月
分
で
、
ネ

ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
へ
の
支

出
額
は
１
世
帯
（
２
人
以
上

の
世
帯
）
当
た
り
２
万
２
５

５
４
円
。
前
年
同
月
比
で
名

目

・
６
％
増
加
し
た
。
費

目
別
で
は
旅
行
関
係
費
が


・
４
％
増
と
大
き
く
増
加
し

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
大
き
く
増
加
し

た
の
は
自
動
車
等
関
係
用
品

の

・
１
％
増
、
家
電
の


・
５
％
増
、
食
料
の

・
２

％
増
な
ど
。

　
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
利

用
世
帯
の
割
合
は

・
０
％

と
、
前
年
同
月
比
で
２
・
２

㌽
上
昇
し
た
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
２
０
２
４
年

の
景
気
見
通
し
に
対
す
る
企

業
の
意
識
調
査
で
、

年
の

景
気
を
「
踊
り
場
局
面
」
と

す
る
回
答
が
４
割
超
と
最
も

多
か
っ
た
。
景
気
の
懸
念
材

料
は「
人
手
不
足
」「
金
利
」

が
急
上
昇
。
景
気
回
復
に
必

要
な
政
策
は
「
人
手
不
足
の

解
消
」
が
最
も
多
い
。

　

年
の
景
気
見
通
し
に
つ

い
て
、
「
踊
り
場
局
面
」
が


・
１
％
と
ト
ッ
プ
。
「
分

か
ら
な
い
」（

・
８
％
）、

「
悪
化
局
面
」（

・
３
％
）、

「
回
復
局
面
」（

・
８
％
）

と
続
い
た
。

　
前
年
調
査
と
比
較
す
る

と
、
「
回
復
局
面
」
が
１
・

３
㌽
上
昇
。
「
悪
化
局
面
」

が
５
・
０
㌽
低
下
し
た
。

「
踊
り
場
局
面
」
は
３
・
０

㌽
増
と
、
２
年
ぶ
り
に
４
割

を
超
え
た
。

　
企
業
か
ら
「
正
常
な
経
済

活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
良
い
兆
し
だ
と
思
う
。
積

極
的
な
設
備
投
資
、
事
業
推

進
を
期
待
し
た
い
」
「
世
界

情
勢
、
国
内
情
勢
と
も
に
明

る
い
話
題
が
な
い
た
め
、
マ

イ
ナ
ス
方
向
に
動
く
感
じ
が

す
る
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
聞
か
れ
た
。

　

年
の
景
気
に
悪
影
響
を

及
ぼ
す
懸
念
材
料
は
（
三
つ

ま
で
の
複
数
回
答
）
、
「
原

油
・
素
材
価
格（
の
上
昇
）」

が

・
０
％
と
最
も
多
か
っ

た
。
た
だ
、
前
年
調
査
の


・
７
％
か
ら
大
き
く
低
下
し

た
。

　
２
位
は
「
人
手
不
足
」
で


・
５
％
。
前
年
の

・
１

％
（
４
位
）
か
ら
大
き
く
上

昇
し
た
。

　
３
位
は「
為
替（
円
安
）」

（

・
４
％
）
、
４
位
は

「
物
価
上
昇（
イ
ン
フ
レ
）」

（

・
７
％
）
で
、
前
年
か

ら
６
・
１
㌽
、
６
・
６
㌽
そ

れ
ぞ
れ
低
下
し
た
。

　
５
位
は
「
金
利
（
の
上

昇
）
」
。
前
年
の

・
４
％

（
８
位
）
か
ら

・
８
％
と

急
上
昇
し
た
。

　
景
気
回
復
の
た
め
に
必
要

な
政
策
も
複
数
回
答
で
聞
い

た
。
１
位
は
「
人
手
不
足
の

解
消
」
で

・
７
％
。
前
年

調
査
の

・
７
％
、
６
位
か

ら
大
き
く
上
昇
し
た
。

　
２
位
は
補
助
金
、
給
付
金

な
ど
の
「
中
小
企
業
向
け
支

援
策
の
拡
充
」（

・
８
％
）

で
、
前
年
（

・
３
％
）
と

変
わ
ら
ず
２
位
。
３
位
は

「
原
材
料
不
足
や
価
格
高
騰

へ
の
対
策
」が

・
６
％
と
、

前
年
の
１
位
（

・
７
％
）

か
ら
低
下
し
た
。

　
４
位
以
下
は
「
個
人
向
け

減
税
」
「
個
人
消
費
の
拡
大

策
」
「
法
人
向
け
減
税
」

「
所
得
の
増
加
」
「
雇
用
対

策
」「
公
共
事
業
費
の
増
額
」

「
物
価（
イ
ン
フ
レ
）対
策
」

が
続
く
。

　
政
府
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０

２
３
年

月
の
月
例
経
済
報

告
を
決
定
し
た
。
景
気
の
基

調
判
断
は
「
こ
の
と
こ
ろ
一

部
に
足
踏
み
も
み
ら
れ
る

が
、
緩
や
か
に
回
復
し
て
い

る
」
と
、
前
月
の
判
断
を
据

え
置
い
た
。
同
様
の
判
断
は

２
カ
月
連
続
。

　
各
論
も
前
月
か
ら
ほ
ぼ
据

え
置
い
た
。

　
個
人
消
費
は
「
持
ち
直
し

て
い
る
」
。
旅
行
を
「
持
ち

直
し
て
い
る
」
、
外
食
を

「
緩
や
か
に
増
加
し
て
い

る
」
と
し
た
。
企
業
収
益
は

「
総
じ
て
み
れ
ば
改
善
し
て

い
る
」
と
し
た
。

　
２
０
２
２
年
度
の
社
員
１

人
当
た
り
の
１
カ
月
に
お
け

る
交
際
費
の
平
均
は
１
万
８

１
９
２
円
と
推
計
さ
れ
、
前

年
度
か
ら
２
割
超
と
大
き
く

増
加
し
た
こ
と
が
帝
国
デ
ー

タ
バ
ン
ク
の
企
業
調
査
で
分

か
っ
た
。

年
も
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。

　
年
度
別
で
は
２
０
１
３
年

度
の
１
万
６
７
１
８
円
か
ら

増
加
が
続
き
、

年
度
に
２

万
３
３
８
３
円
。
コ
ロ
ナ
禍

の

年
度
、

年
度
は
連
続

で
減
少
し
た
が
、

年
度
は

増
加
に
転
じ
た
。

年
度
は

「

年
度
の
９
割
前
後
ま
で

回
復
す
る
可
能
性
が
あ
る
」

（
同
社
）
。

　
業
種
別
上
位
は
不
動
産

業
、
職
別
工
事
業
、
自
動
車

・
自
転
車
小
売
。
都
道
府
県

別
で
は
大
阪
府
、
奈
良
県
、

福
岡
県
が
多
い
。

　
経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
２
０
２
３
年

月

の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

（
２
０
１
５
年
＝
１
０
０
）

は
、
宿
泊
業
が
前
月
比
５
・

２
％
減
の
１
１
５
・
６
。
こ

の
う
ち
旅
館
が
３
・
２
％
減

の

・
３
、
ホ
テ
ル
が
７
・

６
％
減
の
１
２
６
・
３
と
、

と
も
に
低
下
し
た
。

　
第
３
次
産
業
全
体
は
０
・

８
％
減
の
１
０
０
・
４
と
２

カ
月
連
続
で
低
下
。
「
総
じ

て
み
れ
ば
第
３
次
産
業
活
動

は
足
踏
み
が
見
ら
れ
る
」

（
同
省
）
。

　
指
数
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
に
属
す
る
業
種

の
生
産
活
動
を
総
合
的
に
捉

え
た
も
の
。

　
ほ
か
の
業
種
を
見
る
と
、

旅
行
業
が

・
９
％
減
の


・
４
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

が

・
６
％
減
の

・
８
。

海
外
旅
行
が
１
・
０
％
増
の


・
８
。
外
人
旅
行
が

・

０
％
増
の
１
６
０
・
９
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

が
９
・
７
％
減
の

・
２
。

航
空
旅
客
運
送
業
が

・
５

％
減
の

・
７
。
道
路
旅
客

運
送
業
が
０
・
８
％
減
の


・
４
。

　
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
全
体
が
５
・
２
％
減
の


・
２
。


